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免許法別表第１備考第４号（免許法施行規則第６６条の６）の科目

区 分 授 業 科 目 名 単位 受 講 条 件

日 本 国 憲 法 日本国憲法 ２

生涯スポーツ実習ⅠＡ～Ｄ １
体 育

生涯スポーツ実習ⅡＡ～Ｄ １

英語コミュニケーションＡ １

英語コミュニケーションＢ １

外国語ｺﾐｭﾆ ｹｰ ｼｮﾝ フランス語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＡ １

フランス語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＢ １

ドイツ語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＡ １

ドイツ語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＢ １

数理、データ活用及び
数理・データサイエンス・ＡＩ ２ 受講できません。

人工知能に関する科目

教科及び教職に関する科目

「教職に関する科目」の履修について（次ページ表中第三欄～第五欄）

１．「教育実習(障害児教育実習を含む。)」の履修を希望される方へ
（１）「教育実習」は、履修希望年度の前年度３月末までに「教育実習」及び「教職実践演習」以外の

免許状取得要件を満たす見込みの本学教育学部卒業生で、かつ、履修希望年度の前年度２月末ま
でに教務課へ履修希望を申し出て内諾を得ている方に限り出願を受け付けます。
なお、受入審査において面接試験を実施します。
さらに、必要に応じて、学力検査を実施することがあります。

（２）本学附属学校園において、本学学生と同一日程で行います。
（３）麻疹の抗体を有するか、予防接種を接種済みであることが確認できる書類を教務課実地教育グル

ープへ履修希望年度の前年度３月末までに提出してください。提出なき場合は、「教育実習」の
履修はできません。

（４）「教育実習」を行う年度の４月に学生課において「学生教育研究災害傷害保険」及び「学研災付
帯賠償責任保険」の加入手続を行い、保険料領収書を教務課実地教育グループへ提出してくださ
い。提出なき場合は、「教育実習」の履修はできません。

（５）「初等教育実習」（５単位）の履修を希望する場合、あわせて「初等教科教育実践論」（２単位
前期科目）も履修してください。

２．「教職実践演習」の履修を希望される方へ
（１）「教職実践演習」は次の①又は②に該当し、かつ、履修希望年度の前年度２月末までに教務課へ

履修希望を申し出て内諾を得ている方に限り出願を受け付けます。内諾時に「履修カルテ」を交
付します。

① 「教職実践演習」以外の免許状取得要件を満たしている本学教育学部卒業生。
② 「教職実践演習」を履修する年度内に教職実践演習以外の免許状取得要件を満たす見込がある本
学教育学部卒業生。

３．履修クラス等の制限について
① 「教育心理学」は(ａ)・(ｂ)クラスは５名まで、（ｄ）クラスは１０名までの受入れとなります。
② 「生徒指導・進路指導の理論及び方法」及び「教育相談の理論及び方法」は各クラス５名までの
受入れとなります。

③ 「保育の方法及び技術」は本学教育学部卒業生のみ出願を受け付けます。
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（平成２８年改正法適用）

単 対応する校種
免 許 法 施 行 規 則 の 科 目 授 業 科 目 名

位 幼 小 中 高

第 教科及び 【小】教科に関する専門的事項 小学校教科内容論○○ ＊ ◎

二 教科の指 ＊【授業科目の詳細は次

欄 導法に関 ページを参照】

ページを参照】 

＊【授業科目の詳細は12  ＊ 

ページ以降を参照】 

する科目 【小】各教科の指導法(情報通信技術の活用 初等○○科教育 ＊ ◎

を含む。） ＊【授業科目の詳細は次

【中・高】教科に関する専門的事項 ◎ ◎

【中・高】各教科の指導法(情報通信技術の 中等○○科教育Ⅰ～Ⅳ ＊ ◎ ◎

活用を含む。） ＊【授業科目の詳細は10

～11ページを参照】

領域及び 【幼】領域に関する専門的事項 幼児と○○ ＊ ◎ ＊ 【授業科目の

保育内容 詳細は9～10ペ

の指導法 【幼】保育内容の指導法(情報機器及び教材 保育内容・○○の指導 ＊ ○ ージを参照】

に関する の活用を含む。） 法

科目 保育内容総論 １ ○

第 教育の基 教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 教育の理念と歴史 ２ ○ ○ ○ ○

三 礎的理解 教職の意義及び教員の役割・職務内容(チー 教職論 ２ ○ ○ ○ ○

欄 に関する ム学校運営への対応を含む。）

科目 教育に関する社会的、制度的又は経営的事項 公教育経営論 ２ ○ ○ ○ ○

(学校と地域との連携及び学校安全への対応 教育社会学 ２ ○ ○ ○ ○

を含む。）

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の 教育心理学 ２ ● ● ● ●

過程

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒 特別支援教育 ２ ○ ○ ○ ○
に対する理解

教育課程の意義及び編成の方法(カリキュラ 教育課程論 ２ ○ ○ ○ ○

ム・マネジメントを含む。）

第 道徳、総 道徳の理論及び指導法 道徳の理論及び指導法 ２ ○ ○

四 合的な学 総合的な学習の時間の指導法 総合的な学習の時間の ２ ○ ○ ○

欄 習の時間 【高】総合的な探究の時間の指導法 指導法

等の指導 特別活動の指導法 特別活動の指導法 ２ ○ ○ ○

法及び生

徒指導、 教育の方法及び技術 教育方法・ICT活用論 ２ ○ ○ ○ ○

教育相談

等に関す 情報通信技術を活用した教育の理論及び方法

る科目 生徒指導の理論及び方法 生徒指導・進路指導の ２ ● ● ●

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法 理論及び方法

教育相談(カウンセリングに関する基礎的な 教育相談の理論及び方 ２ ● ● ●

知識を含む。）の理論及び方法 法

【幼】教育の方法及び技術(情報機器及び教 保育の方法及び技術 ２ ●

材の活用を含む。）

【幼】幼児理解の理論及び方法 幼児の心理と相談 ２ ○

【幼】教育相談(カウンセリングに関する基

礎的な知識を含む。)の理論及び方法

第 教育実践 教育実習 初等教育実習 ５ ● ●

五 に関する 中等教育実習 ５ ● ●

欄 科目 教職実践演習 教職実践演習 ２ ● ● ● ●

※ ●は受講条件のある科目です。前ページの 《「教職に関する科目」の履修について》 を参照してください。

※ ◎は受講条件のある科目です。次ページ以降を参照してください。
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教科及び教科の指導法に関する科目（前ページ表中第二欄）

教科に関する専門的事項（小学校）

単
免許法施行規則の科目 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位

国語(書写を含む。) 小学校教科内容論国語 ２

社 会 小学校教科内容論社会 ２

算 数 小学校教科内容論算数 ２

理 科 小学校教科内容論理科 ２ ※履修制限有り、欄外参照

生 活 小学校教科内容論生活 ２

音 楽 小学校教科内容論音楽 ２ ※履修制限有り、欄外参照

図 画 工 作 小学校教科内容論図画工作 ２ ※履修制限有り、欄外参照

家 庭 小学校教科内容論家庭 ２ ※履修制限有り、欄外参照

体 育 小学校教科内容論体育 ２ ※履修制限有り、欄外参照

外 国 語 小学校教科内容論英語 ２

※他大学在学中の者は、出願の時点で小学校２種免許状取得済の場合に限る。

各教科の指導法（小学校）

単
免許法施行規則の科目 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位

国語(書写を含む。) 初等国語科教育 ２ 他大学在学中の者は、出願時

理 科 初等理科教育 ２ 点で小学校２種免許状取得済

図 画 工 作 初等図画工作科教育 ２ みの場合に限る。

社 会 初等社会科教育 ２

算 数 初等算数科教育 ２

生 活 初等生活科教育 ２

音 楽 初等音楽科教育 ２

家 庭 初等家庭科教育 ２ 本学教育学部卒業生に限る。

体 育 初等体育科教育 ２ 本学教育学部卒業生に限る。

外 国 語 初等英語科教育 ２

領域及び保育内容の指導法に関する科目（前ページ表中第二欄）

領域に関する専門的事項（幼稚園）

単
免許法施行規則の科目 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位

健 康 幼児と健康 １ ※履修制限有り、欄外参照

人 間 関 係 幼児と人間関係 １ ※履修制限有り、欄外参照

環 境 幼児と環境 １ ※履修制限有り、欄外参照

言 葉 幼児と言葉 １ ※履修制限有り、欄外参照

表 現 幼児と表現 １ ※履修制限有り、欄外参照

※他大学在学中の者は、出願の時点で幼稚園２種免許状取得済の場合に限る。
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保育内容の指導法（幼稚園）

単
免許法施行規則の科目 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位

健 康 保育内容・健康の指導法 ２

人 間 関 係 保育内容・人間関係の指導法 ２

環 境 保育内容・環境の指導法 ２

言 葉 保育内容・言葉の指導法 ２

表 現 保育内容・表現の指導法 ２

（複 合 領 域） 保育内容総論 １

各教科の指導法（中学校・高等学校）

各教科の指導法(中学校・高等学校)の履修について

１．履修に際しては、Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳの順に履修してください。

ただし、出願の時点で各教科の指導法(中学校・高等学校)の既修得単位がある場合は、教務課に相談してください。

２．免許法別表第１又は別表第４適用による免許状取得希望者は次のとおり履修してください。

①中学校免許状取得の場合：Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳを履修してください。

②高等学校免許状取得の場合：Ⅰ，Ⅱを履修してください。（地歴・公民を除く）

単
免許教科 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位

中等国語科教育Ⅰ ２

国 語 中等国語科教育Ⅱ ２

中等国語科教育Ⅲ ２

中等国語科教育Ⅳ ２

中等社会(公民)科教育Ⅰ ２

社 会 中等社会(地歴)科教育Ⅱ ２

中等社会(公民)科教育Ⅲ ２

中等社会(地歴)科教育Ⅳ ２

地理歴史 中等社会(地歴)科教育Ⅱ ２

(高 免) 中等社会(地歴)科教育Ⅳ ２

公 民 中等社会(公民)科教育Ⅰ ２

(高 免) 中等社会(公民)科教育Ⅲ ２

中等数学科教育Ⅰ ２

数 学 中等数学科教育Ⅱ ２

中等数学科教育Ⅲ ２

中等数学科教育Ⅳ ２

中等理科教育Ⅰ ２

理 科 中等理科教育Ⅱ ２

中等理科教育Ⅲ ２

中等理科教育Ⅳ ２

中等音楽科教育Ⅰ ２

音 楽 中等音楽科教育Ⅱ ２

中等音楽科教育Ⅲ ２

中等音楽科教育Ⅳ ２
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単
免許教科 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位

中等美術科教育Ⅰ ２

美 術 中等美術科教育Ⅱ ２

中等美術科教育Ⅲ ２

中等美術科教育Ⅳ ２

書 道 中等書道科教育Ⅰ ２ 「書道」免許状取得目的の場合に限る。

(高 免) 中等書道科教育Ⅱ ２

工 芸 中等工芸科教育Ⅰ ２

(高 免) 中等工芸科教育Ⅱ ２

中等保健体育科教育Ⅰ ２

保健体育 中等保健体育科教育Ⅱ ２

中等保健体育科教育Ⅲ ２

中等保健体育科教育Ⅳ ２

中等技術科教育Ⅰ ２

技 術 中等技術科教育Ⅱ ２

(中 免) 中等技術科教育Ⅲ ２

中等技術科教育Ⅳ ２

工 業 中等工業科教育Ⅰ ２

(高 免) 中等工業科教育Ⅱ ２

農 業 中等農業科教育Ⅰ ２

(高 免) 中等農業科教育Ⅱ ２

中等家庭科教育Ⅰ ２

家 庭 中等家庭科教育Ⅱ ２

中等家庭科教育Ⅲ ２

中等家庭科教育Ⅳ ２

中等英語科教育Ⅰ ２

英 語 中等英語科教育Ⅱ ２

中等英語科教育Ⅲ ２

中等英語科教育Ⅳ ２
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教科に関する専門的事項（中学校国語・高等学校国語）

単 最 低 修 得 単 位
免許法施行規則の科目 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位 中２種 中１種 高１種

国語学概説
２ ２ ２ ２

(音声言語及び文章表現に関するものを含む｡)

国語教育概説 ２ ２ ２ ２

国語学演習 ２

国 語 学 国語表現論 ２

(音声言語及び文章表現 国語音声学 ２

に関するものを含む｡) 国語学特講 ２

国語科教育演習Ａ ２

国語科教育演習Ｂ ２

国語科教育特講Ｂ ２

国文学概説(国文学史を含む。) ２ ２ ２ ２

国文学演習Ａ ２

国文学演習Ｂ ２

近・現代文学演習 ２

国 文 学 近・現代文学特講 ２

(国文学史を含む｡) 古典文学演習 ２

古典文学特講 ２

国文学特講 ２

国語科教育演習Ｃ ２

国語科教育特講Ａ ２

国語科教育特講Ｃ ２

漢文学概説 ２ ２ ２ ２

漢文学演習Ａ ２

漢 文 学 漢文学演習Ｂ ２

漢文学演習Ｃ ２

漢文学特講Ａ ２

漢文学特講Ｂ ２

[中免のみ] 書 道
基本書法(書写を中心とする。) ２ ２ ２

(書写を中心とする｡)

上記必修単位を含む必要修得単位数 １０ ２０ ２０

※高１種免許には書道の科目「基本書法」を含まない。
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教科に関する専門的事項（中学校社会）

単 最低修得単位
免許法施行規則の科目 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位 中２種 中１種

日本史概論 ２ ２ ２
日 本 史 ・ 外 国 史

外国史概論 ２ ２ ２

地理学概論(地誌を含む。) ２ ２ ２
地 理 学

(地誌を含む｡)
地誌学概論 ２ ２

法律学概論 ２ ２
｢法律学、政治学｣ ２単位

選択必修
政治学概論 ２ ２

社会学概論 ２ ２
｢社会学、経済学｣ ２単位

選択必修
経済学概論 ２ ２

哲学概論 ２ ２
｢哲学、倫理学、宗教学｣ ２単位

選択必修
倫理学概論 ２ ２

上記必修単位を含む必要修得単位数 １２ ２０
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教科に関する専門的事項（高等学校地理歴史）

単 最低修得単位
免許法施行規則の科目 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位 高１種

日本史概論 ２ ２

日 本 史 日本史研究 ２

日本史特講 ２

外国史概論 ２ ２

西洋史研究 ２
外 国 史

西洋史特講 ２

近現代史特講 ２

地理学概論 ２ ２

人 文 地 理 学 ・
自然地理学 ２ ２

自 然 地 理 学

地理学特講 ２

地誌学概論 ２ ２
地 誌

地誌学研究 ２

上記必修単位を含む必要修得単位数 ２０
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教科に関する専門的事項（高等学校公民）

単 最低修得単位
免許法施行規則の科目 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位 高１種

法律学概論(国際法を含む｡) ２
２単位

選択必修
政治学概論(国際政治を含む｡) ２

法律学研究 ２
｢法律学(国際法を含む｡)、

政治学(国際政治を含む｡)｣
法律学特講 ２

政治学研究 ２

政治学特講 ２

社会学概論 ２
２単位

選択必修
経済学概論(国際経済を含む｡) ２

社会学研究 ２
｢社会学、経済学

(国際経済を含む｡)｣
社会学特講 ２

経済学研究 ２

経済学特講 ２

哲学概論 ２
２単位

選択必修
｢哲学、倫理学、 倫理学概論 ２

宗教学、心理学 ｣
哲学倫理学研究 ２

哲学倫理学特講 ２

上記必修単位を含む必要修得単位数 ２０
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教科に関する専門的事項（中学校数学・高等学校数学）

単 最 低 修 得 単 位
免許法施行規則の科目 授 業 科 目 名 受 講 条 件※

位 中２種 中１種 高１種

代数学序論Ⅰ ※① ２ ２ ２ ２

代数学序論Ⅱ ※② ２ ※①
代 数 学

代数学本論Ⅰ ※③ ２ ※①、②、⑤

代数学本論Ⅱ ※④ ２ ※①、②、③、⑤

幾何学序論Ⅰ ※⑤ ２ ２ ２ ２

幾何学序論Ⅱ ※⑥ ２ ※⑤
幾 何 学

幾何学本論Ⅰ ※⑦ ２ ※⑤、⑥

幾何学本論Ⅱ ※⑧ ２ ※⑤、⑥、⑦

解析学序論Ⅰ ※⑨ ４ ４ ４ ４

解析学序論Ⅱ ※⑩ ４ ※⑨

解析学本論Ⅰ ※⑪ ２ ※①、②、⑤、⑥、
解 析 学 ⑨、⑩

解析学本論Ⅱ ※⑫ ２ ※①、②、⑤、⑥、
⑨、⑩、⑪

微分方程式 ※⑬ ２ ※①、②、⑤、⑥、
⑨、⑩、⑪

偏微分方程式 ※⑭ ２ ※①、②、⑤、⑥、
⑨、⑩、⑪、⑫、⑬

｢確率論、統計学｣ 統計学 ２ ２ ２ ２

コンピュータ台数の範囲内で
コンピュータ・情報処理Ⅰ ２ ２ ２ ２

コ ン ピ ュ ー タ 受講を認める。

コンピュータ・情報処理Ⅱ ２

上記必修単位を含む必要修得単位数 １２ ２０ ２０

※指示されている番号に対応する科目の単位を修得済またはそれに相当する学力を有すること。
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教科に関する専門的事項（中学校理科・高等学校理科）

単 最 低 修 得 単 位
免許法施行規則の科目 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位 中２種 中１種 高１種

物理学Ⅰ １ １ １ １

物 理 学
物理学Ⅱ ２ ２ ２

化学Ⅰ １ １ １ １

化 学
化学Ⅱ ２ ２ ２

生物学Ⅰ １ １ １ １

生 物 学
生物学Ⅱ ２ ２ ２

地学Ⅰ １ １ １ １

地 学
地学Ⅱ ２ ２ ２

※履修制限有り、
物理学基礎実験 ２ ２ ２ ２

欄外参照

物理学実験・化学実験・
化学基礎実験 ２ ２ ２ ２

生物学実験・地学実験
生物学基礎実験 ２ ２ ２ ２

地学基礎実験 ２ ２ ２ ２

上記必修単位を含む必要修得単位数 １２ ２０ ２０

※現職教員(非常勤講師を含む)で、教員免許状取得目的の場合に限り、受講を認めることがある。
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教科に関する専門的事項（中学校音楽・高等学校音楽）

単 最 低 修 得 単 位
免許法施行規則の科目 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位 中２種 中１種 高１種

ソ ル フ ェ ー ジ ュ ソルフェージュ ２ ２ ２ ２

声 楽 声楽基礎演習
２ ２ ２ ２

(合唱及び日本の伝統的 (合唱及び日本の伝統的な歌唱を含む｡)

な歌唱を含む｡)
合唱Ⅰ １

器 楽 器楽基礎演習
２ ２ ２ ２

(合奏及び伴奏並びに和 (合奏及び伴奏並びに和楽器を含む｡)

楽器を含む｡)
合奏研究Ⅰ ２

指 揮 法 指揮法Ⅰ １ １ １ １

作曲・編曲法基礎演習
２ ２ ２ ２

(音楽理論,作曲法(編曲法)を含む｡)

音楽史概論
２ ２ ２ ２

音楽理論・作曲法 (日本の伝統音楽及び諸民族の音楽を含む｡)

(編曲法を含む｡)・音楽
作曲Ⅰ ２

史(日本の伝統音楽及び

諸民族の音楽を含む｡)
民族音楽学 ２

西洋音楽史 ２

日本音楽史 ２

上記必修単位を含む必要修得単位数 １１ ２０ ２０
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教科に関する専門的事項（中学校美術・高等学校美術）

単 最 低 修 得 単 位
免許法施行規則の科目 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位 中２種 中１種 高１種

素描(映像メディア表現を含む｡) ２ ２ ２ ２

絵 画 絵画演習 ２
(映像メディア表現を含む｡)

絵画表現 ２

立体表現基礎 ２ ２ ２ ２

彫 刻 立体素材研究 ２

塑造研究 ２

デザイン基礎(映像メディア表現を含む｡） ２ ２ ２ ２

デ ザ イ ン
色彩学 ２

(映像メディア表現を含む｡)

デザインⅠ ２

デザインⅡ ２

工芸基礎 ２ ２ ２
[中免のみ]

工芸理論 ２
工 芸

工芸素材研究 ２

陶芸研究 ２

美学概論Ⅰ(美術理論) ２ ２ ２ ２
美術理論・美術史

(鑑賞並びに日本の伝統美術 美術史Ⅰ
２ ２ ２ ２

及びアジアの美術を含む｡) (鑑賞並びに日本の伝統美術及びアジアの美術を含む｡)

美術史Ⅱ ２

上記必修単位を含む必要修得単位数 １２ ２０ ２０

※高１種免には工芸の科目を含まない。
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教科に関する専門的事項（高等学校工芸）

単 最低修得単位
免許法施行規則の科目 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位 高１種

図 法 ・ 製 図 図法・製図 ２ ２

デザイン基礎 ２ ２

デ ザ イ ン
デザインⅠ ２

デザインⅡ ２

工芸基礎(プロダクト制作を含む｡) ２ ２

工 芸 制 作
工芸素材研究 ２

(プロダクト制作を含む｡)

陶芸研究 ２

陶芸技法と表現 ２

工芸表現研究 ２

工芸理論 ２ ２
工芸理論・デザイン理論

・美 術 史
色彩学(デザイン理論) ２ ２

(鑑賞並びに日本の伝統

工芸及びアジアの工芸 美術史Ⅰ
２ ２

を含む｡) (鑑賞並びに日本の伝統工芸及びアジアの工芸を含む｡)

上記必修単位を含む必要修得単位数 ２０
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教科に関する専門的事項（高等学校書道）

単 最低修得単位
免許法施行規則の科目 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位 高１種

筆技基礎(書写を含む｡) ２ ２

漢字かな交じり書 ２ ２

書 道
基本書法 ２

(書写を含む｡) かな書法Ⅰ ２

かな書法Ⅱ ２

漢字書法Ⅰ ２

漢字書法Ⅱ ２

書 道 史
中国書道史Ⅰ ２ ２

日本書道史Ⅰ ２ ２

｢ 書 論 、 鑑 賞 ｣ 書学特講 ２ ２

国文学概説 ２ ２単位

｢国文学、漢文学｣ 選択必修
漢文学概説 ２

上記必修単位を含む必要修得単位数 ２０
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教科に関する専門的事項（中学校保健体育・高等学校保健体育）

単 最 低 修 得 単 位
免許法施行規則の科目 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位 中２種 中１種 高１種

器械運動 １ １ １ １ 受講できません。

陸上競技 １ １ １ １

水泳 １ １ １ １

体 育 実 技 ダンス １ １ １ １

武道 １ １ １ １

バスケットボール １ １ １ １

バレーボール １ １ １ １

ベースボール型球技 １ １ １ １

運動学(運動方法学を含む｡) ２ ２ ２ ２

「体育原理、体育心理 体育原理 ２

学、体育経営管理学、 ２単位 ２単位 ２単位
スポーツ社会学 ２

体育社会学、体育史」 選択必修 選択必修 選択必修

・運動学（運動方法学
スポーツ心理学 ２

を含む。）

学校体育マネジメント論 ２

生理学（運動生理学を
生理学(運動生理学を含む｡) ２ ２ ２ ２

含む。）

衛生学・公衆衛生学 衛生学及び公衆衛生学 ２ ２ ２ ２

学校保健（小児保健、 学校保健
２ ２ ２ ２

精神保健、学校安全及 (小児保健,精神保健，学校安全及び救急処置を含む｡)

び救急処置を含む。)

救急処置及び看護 ２

上記必修単位を含む必要修得単位数 １８ ２０ ２０
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教科に関する専門的事項（中学校技術）

単 最低修得単位
免許法施行規則の科目 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位 中２種 中１種

木材加工法･実習(実習を含む。) ２ ２ ２ 人数制限を設けることがある。

材 料 加 工
金属材料(実習を含む。) ２ ２ ２

(実習を含む｡)

製図 ２

機械基礎･実習(実習を含む。) ２ ２ ２ 人数制限を設けることがある。

機械技術概論 ２

機 械 ・ 電 気 力学応用 ２

(実習を含む｡)
電気基礎･実習(実習を含む。) ２ ２ ２ 人数制限を設けることがある。

電気技術概論 ２

電磁気学応用 ２

栽培実習Ⅰ ２ ２ ２

生 物 育 成 栽培と環境 ２

生物育成実習 １ 「栽培実習Ⅰ」と同一年度に履修すること。

情報基礎実験 １ １ １ 本学教育学部卒業生に限る。

情報とコンピュータ

情報通信ネットワーク ２

上記必修単位を含む必要修得単位数 １１ ２０
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教科に関する専門的事項（高等学校工業）

単 最低修得単位
免許法施行規則の科目 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位 高１種

木材加工法・実習 ２ ２ 人数制限を設けることがある。

金属材料 ２ ２

機械基礎・実習 ２ ２ 人数制限を設けることがある。

電気基礎・実習 ２ ２ 人数制限を設けることがある。

情報基礎実験 １ １ 本学教育学部卒業生に限る。

電気技術概論 ２

機械技術概論 ２

工 業 の 関 係 科 目 技術基礎Ⅰ ２

技術基礎Ⅱ ２

電気電子実験 １ 人数制限を設けることがある。

創造技術実習Ⅰ ２ 人数制限を設けることがある。

創造技術実習Ⅱ ２ 人数制限を設けることがある。

力学応用 ２

電磁気学応用 ２

製図 ２

職 業 指 導 職業指導概論（工業） ２ ２ ｢工業｣免許状取得目的の場合に限る｡

上記必修単位を含む必要修得単位数 ２０
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教科に関する専門的事項（高等学校農業）

単 最低修得単位
免許法施行規則の科目 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位 高１種

農業実習Ⅰ ２ ２

農業実習Ⅱ ２

園芸と環境Ⅰ ２

園芸と環境Ⅱ ２

動物資源利用学 ２

農 業 の 関 係 科 目 植物組織培養論 ２

昆虫学 ２

植物分類形態学 ２

分子生物学 ２

食品化学 ２

職 業 指 導 職業指導概論（農業） ２ ２ ｢農業｣免許状取得目的の場合に限る｡

上記必修単位を含む必要修得単位数 ２０
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教科に関する専門的事項（中学校家庭・高等学校家庭）

単 最 低 修 得 単 位
免許法施行規則の科目 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位 中２種 中１種 高１種

生活経営論
２ ２ ２ ２

家 庭 経 営 学 (家族関係学及び家庭経済学を含む｡)

(家族関係学及び家庭経
家庭経済学 ２

済学を含む｡)

家族関係学 ２

衣生活概論 ２ ２ ２ ２

被 服 学
衣生活実習(被服実習) １ １ １ １ 受講できません。

(被服実習を含む ｡ )

被服科学 ２

食物学概論(栄養学,食品学を含む｡) ２ ２ ２ ２

食生活実習(調理実習) １ １ １ １ 受講できません。
食 物 学

(栄養学、食品学及び
食生活論 ２

調理実習を含む｡)

食品材料学 ２

住居学 ２ ２ ２ ２

住 居 学 住生活と環境 ２

住まいの計画学 ２

保 育 学 保育学 ２ ２ ２ ２

上記必修単位を含む必要修得単位数 １２ ２０ ２０
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教科に関する専門的事項（中学校英語・高等学校英語）

単 最 低 修 得 単 位
免許法施行規則の科目 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位 中２種 中１種 高１種

英語学概説Ⅰ ２ ２ ２ ２

英 語 学

英語学概説Ⅱ ２ ２ ２ ２

英語学基礎 ２

英語学演習Ａ ２

英語学演習Ｂ ２

英語文学基礎講読Ⅰ ２ ２ ２ ２

英 語 文 学
英語文学基礎講読Ⅱ ２ ２ ２ ２

英語文学演習Ⅰ ２

英語文学演習Ⅱ ２

ｺﾐｭﾆｶﾃｨﾌﾞｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ ２ ２ ２ ２

英語コミュニケーション ｺﾐｭﾆｶﾃｨﾌﾞｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡＡ ２ ２ ２ ２

ｺﾐｭﾆｶﾃｨﾌﾞｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡＢ ２

異 文 化 理 解 比較文化 ２ ２ ２ ２

上記必修単位を含む必要修得単位数 １４ ２０ ２０
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大学が独自に設定する科目

対 応 す る 校 種
授 業 科 目 名 単位 受 講 条 件

幼 小 中 高

本学教育学部卒業生に限る。

介護等体験事前教育 １ ○ ○ ○ ○ 受入審査において面接試験を実施する。

下記参照のこと。

介護等体験について

「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律」に定めら

れている「介護等体験」については、体験までに「介護等体験事前教育」（１単位）を修得した本学教

育学部卒業生に限り受け入れます。基本的に「介護等体験」は、１０月～３月の間に行います。「介護

等体験事前教育」の履修期と体験時期の確認をしますので、遅くとも体験希望年度の前年度２月末まで

に教務課実地教育グループまで申し出てください。

注１）麻疹の抗体を有するか、予防接種を接種済みであることが確認できる書類を教務課実地教育グループへ体験する

前年度３月末までに提出してください。提出なき場合は、「介護等体験」はできません。

注２）「介護等体験」を行う年度の４月に学生課において「学生教育研究災害傷害保険」及び｢学研災付帯賠償責任保険」

の加入手続きを行い、保険料領収書を教務課実地教育グループへ提出してください。

提出なき場合は、「介護等体験」はできません。
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特別支援教育に関する科目（知的障害・肢体不自由・病弱領域）

単 最低修得単位
免許法施行規則の科目 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位 特支２種 特支１種

特別支援教育の基礎
特別支援教育基礎理論 ２ ２ ２

理論に関する科目

心身に障害の 知的障害心理学概論 ２ ２ ２

ある幼児、児 発達障害学特講 ２ 左

童又は生徒の 障害児心理特講 ２ の

心理、生理及 障害児動作概論 ２ 単

び病理に関す 肢体不自由概論 ２ ２ ２ 位

る科目 障害児診断学 ２ ２ ２ ほ

特別支援 障害児教育方法 ２ ２ ２ か

教育領域 障害児教育特講 ２ に

に関する 心身に障害の 障害児指導法 ２ ４ 受講できません。

科目 ある幼児、児 障害児教育臨床Ａ １ 単 受講できません。

童又は生徒の 障害児教育臨床Ｂ １ 位 受講できません。

教育課程及び 障害児心理臨床Ａ １ 選 受講できません。

指導法に関す 障害児心理臨床Ｂ １ 択 受講できません。

る科目 障害児生理・病理臨床ⅠＡ １ 必 受講できません。

障害児生理・病理臨床ⅠＢ １ 修 受講できません。

障害児生理・病理臨床ⅡＡ １ 受講できません。

障害児生理・病理臨床ⅡＢ １ 受講できません。

肢体不自由教育 ２ ２ ２

病弱教育 ２ ２ ２

免許状に定められる 視覚障害教育総論 ２ ２ ２

こととなる特別支援 聴覚障害児の教育 ２ ２ ２

教育領域以外の領域 重複障害教育総論 ２ ２ ２

に関する科目 ＬＤ等教育総論 ２

情緒障害児特講 ２

心身に障害のある幼

児、児童又は生徒に 障害児教育実習 ３ ３ ３ 受講条件有り、下記参照

ついての教育実習

上記必修単位を含む必要修得単位数 ２３ ２７

※「障害児教育実習」の履修を希望される方へ

７ページの「『教職に関する科目』の履修について」を参照してください。
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学校図書館司書教諭資格関係の科目

学校図書館司書教諭講習 単
授 業 科 目 名 備 考

規程第３条の科目及び単位数 位

学校経営と学校図書館 ２ 学校経営と学校図書館 ２

学校図書館メディアの構成 ２ 学校図書館メディアの構成 ２

学習指導と学校図書館 ２ 学習指導と学校図書館 ２

読書と豊かな人間性 ２ 読書と豊かな人間性 ２

情報メディアの活用 ２ 情報メディアの活用 ２ 注１．を参照してください。

注１．「情報メディアの活用」は、｢情報メディアの活用｣を除く４科目の単位を修得済み又は年度内に修得

見込みの本学教育学部卒業生に限ります。受入可能人数は若干名で、希望者多数の場合は、優先順位を

次のとおりとします。

① ｢情報メディアの活用｣を除く４科目を修得済みの本学教育学部卒業生

② 年度内に｢情報メディアの活用｣を除く４科目を修得見込みの本学教育学部卒業生
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その他の科目

〔教育学科設置科目〕

単 単
授 業 科 目 名 受 講 条 件 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位 位

公教育経営演習 ２ 認知発達心理学特講 ２

教育哲学 ２ 児童の心理学 ２

日本教育史 ２ 青年の心理学 ２

西洋教育史 ２ 臨床人格心理学特講 ２

学校教育と法規 ２ 心理療法論 ２

教育社会学特講 ２ 生涯発達心理学 ２

対人関係論特講 ２

〔幼児教育科設置科目〕

単 単
授 業 科 目 名 受 講 条 件 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位 位

幼児教育学総論 ２ 幼児心理学総論 ２

音楽基礎 １

〔国文学科設置科目〕

単 単
授 業 科 目 名 受 講 条 件 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位 位

小学校国語科文学教材論 ２ 日本語教育方法論 ２

小学校国語科漢文教材論 ２ 第２言語習得論 ２

児童･生徒のための日本語教育論Ｂ ２

〔理学科設置科目〕

単 単
授 業 科 目 名 受 講 条 件 授 業 科 目 名 受 講 条 件

位 位

小学校理科教材論 ２ 分子生物学 ２

生物化学概論 ２ 分子免疫学 ２

相対性理論 ２ 無機・分析化学概論 ２

地球物理学概論 ２ 有機化学概論 ２

電磁気学基礎 ２ 力学基礎 ２

発生生物学 ２ 量子力学 ２

物理化学概論 ２ 地震学 ２

物理学基礎 ２

単
授 業 科 目 名 受 講 条 件

位

初等教科教育実践論 ２ 初等教育実習（5単位）を受講する者に限る。
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様式１－１(３月出願用) 
 

2025 年度教育学部科目等履修生 入学志願書・履修申請書及び履歴書・承諾書 

1/3 

 

 

履修申請科目等 

授業科目名（クラス名） 開講期 単位数 曜日・時限 担当教員名 
 前期・通年  ・  
 前期・通年  ・  
 前期・通年  ・  
 前期・通年  ・  
 前期・通年  ・  
 前期・通年  ・  
 前期・通年  ・  
 前期・通年  ・  
 前期・通年  ・  

合   計  （     ）科目（     ）単位 
（以下教務課記入欄） 

履修期間確認 □期間確認（   年   月入学）  □新規入学生 

検定料納入  □納入済  □納入不要（□継続、□規程第 15 条） 

履修科目確認 □科目単位数  □出願不許可科目無し 

所属長承諾  □有  □不要 

添付書等確認 □健康診断書⇒□不要（前回提出診断日 前年度 4/1 以降） 

□卒業（見込）証明書（在学証明書）⇒□不要（□学歴変更無、□本学卒業生） 

□成績証明書⇒□不要（□学歴変更無、□本学卒業生） 

□教員免許状（□小２、□幼２）⇒□不要 

□宛名ラベル                                                       出願学科等数（    ）学科 

 学籍番号 
※新規出願者記入不要 

      
      年    月    日 

フリガナ  身分証明証用 
写真貼付欄  

 
正面・上半身 
脱帽・無背景 

タテ３㎝×ヨコ３㎝  
写真の裏面に氏名を記
入し、貼付けて下さい。 
※継続の方は不要です。

氏  名  

生年月日 年    月    日 性 別 男 ・ 女 

現 住 所  

〒    － 

 

電話番号     －     －      携帯電話番号     －     －     
メールアドレス 裏面に必ず記載してください（連絡通知用） 

 
履  修 
目  的 

（具体的に） 

 
 
 
 

履修目的が 
教員免許状 
取得の場合記入 

取得希望 
教員免許状 

        学校教諭      種 （教科又は領域：         ） 
        学校教諭      種 （教科又は領域：         ） 

現に所有 
している 
教員免許状 

        学校教諭    種 ・ 級 （教科又は領域：        ） 
        学校教諭    種 ・ 級 （教科又は領域：        ） 
        学校教諭    種 ・ 級 （教科又は領域：        ） 



様式１－１(３月出願用) 
 

2025 年度教育学部科目等履修生 入学志願書・履修申請書及び履歴書・承諾書 

2/3 

 

 

 

 

氏  名  

メールアドレス 

※下記の文字は判別が難しく、誤登録のおそれがありますので、フリガナ付けに協力をお願いします

。(下記の文字以外はフリガナなしで結構です)。 

 

 

 

 

 

フリ

ガナ 

 

イチ
 

 

エル
 

 

アイ
 

 

オー
 

 

ゼロ
 

 

エイチ
 

 

エヌ
 

 

ゼット
 

 

ニ
 

 

エイ
 

キュウ

(数字) 

 

キュー
 

 

ジー
 

ハイ

フン 

アンダ

ーバー 

 

 

 

 

アド

レス 

   

 
１

 

   

 ｌ
 

   

 ｉ
 

   

 ｏ
 

   

 ０
 

   

 ｈ
 

   

 ｎ
 

   

 ｚ
 

   

 ２
 

   

 ａ
 

   

 ９
 

   

 ｑ
 

   

 ｇ
 

   

 －
 

   

_
 

 

フリガナ                 

アドレス                 

フリガナ                 

アドレス                 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

ドメイン 

 

 

□@gmail.com 

□@i.softbank.jp 

□@live.jp 

□@yahoo.co.jp 

□@softbank.ne.jp 

□@outlook.jp 

□@docomo.ne.jp 

□@icloud.com 

□@ezweb.ne.jp 

□@au.com 

□@＿＿＿＿＿＿＿＿（該当無い場合、記入ください

） 
 
  



様式１－１(３月出願用) 
 

2025 年度教育学部科目等履修生 入学志願書・履修申請書及び履歴書・承諾書 

3/3 

    
 
 

             
 

氏  名  

 
履  歴  書 

 
学歴：高等学校から記入してください。 
職歴：就職予定者は予定と記入してください。現在無職の場合はその旨記入してください。 

学 

 

歴 

学 校 名 在 学 期 間 在学年数 

 年  月 ～  年  月 卒業・卒業見込・在学中・中退 年  月 

 年  月 ～  年  月 卒業・卒業見込・在学中・中退 年  月 
 年  月 ～  年  月 卒業・卒業見込・在学中・中退 年  月 

 年  月 ～  年  月 卒業・卒業見込・在学中・中退 年  月 

職 

 

歴 

勤務先名称等  在 職 期 間 在職年数 

 年  月 ～   年  月 年  月 
 年  月 ～   年  月 年  月 
 年  月 ～   年  月 年  月 
 年  月 ～   年  月 年  月 

 
 
振替払込受付証明書貼付欄 
 

 
承  諾  書 

・勤務先を有する方は、所属長の承諾を受けてください。 
・他大学に在学している方は、学部長･研究科長の承諾を受けてください。 
・継続履修生も上記に該当する場合は、出願毎に承諾が必要です。 
 
上記の者が、京都教育大学教育学部科目等履修生として、出願することを 

承諾します。 
 
 
 

    年    月    日 
 
 
 

 
 

  
 
 

職名 

氏名 
 

職印 

 



様式１－２(８月出願用) 
 

2025 年度教育学部科目等履修生 入学志願書・履修申請書及び履歴書・承諾書 

1/3 

 

 

履修申請科目等 

授業科目名（クラス名） 開講期 単位数 曜日・時限 担当教員名 
 後期  ・  
 後期  ・  
 後期  ・  
 後期  ・  
 後期  ・  
 後期  ・  
 後期  ・  
 後期  ・  
 後期  ・  

合   計  （     ）科目（     ）単位 
（以下教務課記入欄） 

履修期間確認 □期間確認（   年   月入学）  □新規入学生 

検定料納入  □納入済  □納入不要（□継続、□規程第 15 条） 

履修科目確認 □科目単位数（□3月出願単位数確認   科目   単位）    □出願不許可科目無し 

所属長承諾  □有  □不要 

添付書等確認 □健康診断書⇒□不要（前回提出診断日 前年度 10/1 以降） 

□卒業（見込）証明書（在学証明書）⇒□不要（□学歴変更無、□本学卒業生） 

□成績証明書⇒□不要（□学歴変更無、□本学卒業生） 

□教員免許状（□小２、□幼２）⇒□不要 

□宛名ラベル                                                       出願学科等数（    ）学科 

 学籍番号 
※新規出願者記入不要 

      
      年    月    日 

フリガナ  身分証明証用 
写真貼付欄  

 
正面・上半身 
脱帽・無背景 

タテ３㎝×ヨコ３㎝  
写真の裏面に氏名を記
入し、貼付けて下さい。 
※継続の方は不要です。

氏  名  

生年月日 年    月    日 性 別 男 ・ 女 

現 住 所  

〒    － 

 

電話番号     －     －      携帯電話番号     －     －     
メールアドレス 裏面に必ず記載してください（連絡通知用） 

 
履  修 
目  的 

（具体的に） 

 
 
 
 

履修目的が 
教員免許状 
取得の場合記入 

取得希望 
教員免許状 

        学校教諭      種 （教科又は領域：         ） 
        学校教諭      種 （教科又は領域：         ） 

現に所有 
している 
教員免許状 

        学校教諭    種 ・ 級 （教科又は領域：        ） 
        学校教諭    種 ・ 級 （教科又は領域：        ） 
        学校教諭    種 ・ 級 （教科又は領域：        ） 



様式１－２(８月出願用) 
 

2025 年度教育学部科目等履修生 入学志願書・履修申請書及び履歴書・承諾書 

2/3 

 

 

 

 

氏  名  

メールアドレス 

※下記の文字は判別が難しく、誤登録のおそれがありますので、フリガナ付けに協力をお願いします

。(下記の文字以外はフリガナなしで結構です)。 

 

 

 

 

 

フリ

ガナ 

 

イチ
 

 

エル
 

 

アイ
 

 

オー
 

 

ゼロ
 

 

エイチ
 

 

エヌ
 

 

ゼット
 

 

ニ
 

 

エイ
 

キュウ

(数字) 

 

キュー
 

 

ジー
 

ハイ

フン 

アンダ

ーバー 

 

 

 

 

アド

レス 

   

 
１

 

   

 ｌ
 

   

 ｉ
 

   

 ｏ
 

   

 ０
 

   

 ｈ
 

   

 ｎ
 

   

 ｚ
 

   

 ２
 

   

 ａ
 

   

 ９
 

   

 ｑ
 

   

 ｇ
 

   

 －
 

   

_
 

 

フリガナ                 

アドレス                 

フリガナ                 

アドレス                 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

ドメイン 

 

 

□@gmail.com 

□@i.softbank.jp 

□@live.jp 

□@yahoo.co.jp 

□@softbank.ne.jp 

□@outlook.jp 

□@docomo.ne.jp 

□@icloud.com 

□@ezweb.ne.jp 

□@au.com 

□@＿＿＿＿＿＿＿＿（該当無い場合、記入ください

） 
 
  



様式１－２(８月出願用) 
 

2025 年度教育学部科目等履修生 入学志願書・履修申請書及び履歴書・承諾書 

3/3 

    
 
 

             
 

氏  名  

 
履  歴  書 

 
学歴：高等学校から記入してください。 
職歴：就職予定者は予定と記入してください。現在無職の場合はその旨記入してください。 

学 

 

歴 

学 校 名 在 学 期 間 在学年数 

 年  月 ～  年  月 卒業・卒業見込・在学中・中退 年  月 

 年  月 ～  年  月 卒業・卒業見込・在学中・中退 年  月 
 年  月 ～  年  月 卒業・卒業見込・在学中・中退 年  月 

 年  月 ～  年  月 卒業・卒業見込・在学中・中退 年  月 

職 

 

歴 

勤務先名称等  在 職 期 間 在職年数 

 年  月 ～   年  月 年  月 
 年  月 ～   年  月 年  月 
 年  月 ～   年  月 年  月 
 年  月 ～   年  月 年  月 

 
 
振替払込受付証明書貼付欄 
 

 
承  諾  書 

・勤務先を有する方は、所属長の承諾を受けてください。 
・他大学に在学している方は、学部長･研究科長の承諾を受けてください。 
・継続履修生も上記に該当する場合は、出願毎に承諾が必要です。 
 
上記の者が、京都教育大学教育学部科目等履修生として、出願することを 

承諾します。 
 
 
 

    年    月    日 
 
 
 

 
 

  
 
 

職名 

氏名 
 

職印 

 



様式Ａ

健 康 診 断 書

フリガナ （ ）
男

氏 名 ・
女

生年月日 年 月 日生

〒

現 住 所

電話（ ） －

診 断 事 項

身 長 ㎝ 体 重 ㎏

右
視 力 その他の

左
疾病及び

エ ッ ク ス 線 像
異 常

直接 間接

エックス

線 検 査
撮影番号 診 断 医

撮影年月日 年 月 日
所 見

所

見

健 康 ・ 要観察 ・ 要治療

診断の結果上記のとおり相違ないことを証明する。

年 月 日

医療機関所在地

医 療 機 関 名

医 師 氏 名 ,

記入上の注意

１．太枠内は，志願者が記入すること。

２．視力欄は，両眼の裸眼視力が0.7未満の者については，矯正視力を必ず記入すること。
３．その他の疾病及び異常の欄については，内科的疾患，運動障害及び精神障害で治療を要すると認められるもの，

又は教育上，保健指導上必要と認められるもの並びに主な既往症及び罹患時の年齢を記入すること。

４．検査方法等は，学校保健安全法施行規則の定めるところによること。

５．各項目とも，漏れなく記入すること。



様式Ｂ 

   年   月   日 
 
京都教育大学長  殿 
 

氏名                
 
 

履 修 辞 退 届 

 
履修許可された下記授業科目について，辞退します。 
ついては、下記振込先への授業料返還を申し出ます。 

 
記 

 
辞退授業科目名 担当教員名 単位数 曜日 時限 

     
     
     
     

合計    科目    単位 
 

辞退理由 
 
 

 
 

振込先口座情報 

学 籍 番 号  

氏 名  

返 還 金 額  

振 込 先             信用金庫 
            銀行           支店 

預 金 種 別 普通    ・    当座 

口 座 番 号  

（ふりがな） 
口 座 名 義 

 

 


